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RX62Nグループ、RX621グループ 
16bit SDRAM 接続およびアクセス例 

要旨 
本アプリケーションノートは、RX62Nグループ、RX621グループと 16bit SDRAM接続およびアクセス例
について説明します。 

 

対象デバイス 
RX62Nグループ、RX621グループ 

RX62Nグループ、RX621グループと同様の I/Oレジスタ（周辺装置制御レジスタ）を持つ他の RXファミ
リでも本プログラムを使用することができます。ただし、一部の機能を機能追加等で変更している場合があ

りますのでマニュアルで確認してください。本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そ

のマイコンの仕様にあわせて変更し、十分評価してください。 
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1. 仕様 
RX62Nグループ、RX621グループ搭載の SDRAMのインタフェースでは最大 128Mバイト（1024Mビット）
の SDRAMを直結することができ、CASレイテンシ 1～3の SDRAMを接続することができます。 

本アプリケーションは RX62Nと 128Mbit SDRAM（2M-word×16bit×4bank MT48LC8M16A2P-75:Micron社
製）を使用し、16bitバス幅で接続します。 

図 1に SDRAM接続回路例を示します。また、表 1に SDRAMの仕様を示します。 
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図 1 16bit SDRAM接続図 

 
表 1 SDRAM仕様 

項目 記号 内容 
製品名 - MT48LC8M16A2P-75（Micron社製） 
構成 - 2M-word×16bit×4bank 
容量 - 128Mバイト 
ロウアドレス - A11-A0 
カラムアドレス - A8-A0 
オートリフレッシュ間隔 - 64msごとの 4096リフレッシュサイクル 
CASレイテンシ - 2/3 
初期化オートリフレッシュ回数 - 2回 
オートリフレッシュ期間 （tRFC） 66ns（min） 
ライトリカバリ期間 （tWR） 28.33ns（min） 
プリチャージコマンド期間 （tRP） 20ns（min） 
アクティブコマンドからプリチャージコマンド

までの期間 
（tRAS） 44ns（min） 

アクティブコマンドからリード／ライトコマン

ドまでの遅延時間 
（tRCD） 20ns（min） 
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2. 動作確認条件 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。 

 
表 2 動作確認条件 

項目 内容 
デバイス RX62N（R5F562N8BDBG） 
ボード RSK RX62N（R0K5562N0S000BE） 
電源電圧 3.3V（E1より供給） 
入力クロック 12MHz（ICLK=96MHz、PCLK=48MHz、BCLK/SDCLK=48MHz） 
動作温度 室温 
HEW Version 4.09.01.007 
Toolchain RX Standard Toolchain（V.1.2.1.0） 
Debugger/Emulator E1エミュレータ 
Debugger component RX E1/E20 SYSTEM V.1.03.00.000 
 
 

3. 使用機能 
• バス 
詳細は「6. 参考ドキュメント」の「ユーザーズマニュアル：ハードウェア」を参照 
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4. 動作説明 

4.1 SDRAM初期化シーケンスの設定 
使用する SDRAMをアクセスする前に SDRAMを初期化する必要があります。この初期化はリセット後、1
回行ってください。SDRAMのデータシートに記載している初期化オートリフレッシュ間隔、初期化オート
リフレッシュ回数、初期化プリチャージサイクルを守り、初期化シーケンスを行う必要があります。以下に

設定値の求め方を示します。また表 3に設定値を示します。 

 
(1) 初期化オートリフレッシュ間隔 
本アプリケーションノートで使用している SDRAMのオートリフレッシュ間隔（tRFC）は 66ns（min）の
ため、SDRAMCの初期化オートリフレッシュ間隔は、 

 
66ns（min）≦初期化オートリフレッシュ間隔 

 
となります。 

 
また本アプリケーションノートの SDRAMクロック（SDCLK）設定は 48MHzのため、SDCLK周期は 
1 / 48MHzとなります。 

 
よって、 

 
66ns （min）/（1/48MHz）= 3.17サイクル 

 
となるため、4サイクル以上の SDRAMの初期化オートリフレッシュ間隔が必要となります。 
したがって、初期化オートリフレッシュ間隔ビット（ARFI[3:0]）は 0001bに設定します。 

 
(2) 初期化オートリフレッシュ回数 
本アプリケーションノートで使用している SDRAMは、初期化オートリフレッシュを 2回行う必要があり
ます。 
したがって、初期化オートリフレッシュ回数ビット（ARFC[3:0]）は 0010bに設定します。 

 
(3) 初期化プリチャージサイクル 
本アプリケーションノートで使用している SDRAMのプリチャージコマンド期間（tRP）は 20ns（min）
のため、SDRAMCの初期化プリチャージサイクル数は、 

 
20ns（min）≦初期化プリチャージサイクル数 

 
となります。 

 
20ns /（1/48MHz）= 0.96サイクル 

 
となるため、1サイクル以上の SDRAMの初期化プリチャージサイクルが必要となります。ただし、RX62N
の SDRAMCの仕様上、3サイクル以下には設定することができないので、設定値は 3サイクルとなりま
す。 
したがって、初期化プリチャージサイクル数設定ビット（PRC[2:0]）は 000bに設定します。 
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表 3 SDRAM初期化オートリフレッシュ制御レジスタ（SDIR） 

ビット名 設定値 機能 
初期化オートリフレッシュ間隔ビット（ARFI[3:0]） 0001b 4サイクル 
初期化オートリフレッシュ回数ビット（ARFC[3:0]） 0010b 2回 
初期化プリチャージサイクル数設定ビット

（PRC[2:0]） 
000b 3サイクル 

 
 

PRA DSL RFA

SDCLK

SDRAMコマンド

初期化プリチャージ

サイクル

DSLDSL DSLDSLRFADSL DSL DSL

SDIR.PRC："000" = 3サイクル SDIR.ARFI："0001" = 4サイクル
SDIR.ARFC："0010" = 2回

DSL：デバイス非選択コマンド
RFA：オートリフレッシュコマンド
PRA：オールバンクプリチャージコマンド

初期化オートリフレッシュ

サイクル

初期化オートリフレッシュ

サイクル

 

図 2 初期化シーケンスタイミング 

 

4.2 SDRAMモードレジスタの設定 
SDRAMの初期化後、必ず SDRAMのモードを設定する必要があります。モードの設定は初期化後、1回行っ
てください。RX62Nの SDRAMCは、SDRAMモードレジスタ（SDMOD）に値を書き込むことで、自動で
SDRAMのモードレジスタに書き込むことができます。表 4に設定値を示します。 

 
(1) モードレジスタ 

RX62Nの SDRAMCではバースト長 1で動作します。バースト長 1以外が設定された場合動作は保証され
ません。本アプリケーションノートではバースト長 1、カラムレイテンシ 3サイクル、シングルアクセス
モードで使用します。 

 
表 4 SDRAMモードレジスタ（SDMOD） 

ビット名 設定値 機能 
モードレジスタ設定ビット（MR[14:0]） 230h バースト長 1、 

カラムレイテンシ 3サイクル、 
シングルアクセスモード 
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SDCLK

モードレジスタ

設定サイクル

MRS DSLSDRAMコマンド DSL

Aアドレスバス

 

DSL：デバイス非選択
MRS：モードレジスタ設定コマンド

3サイクル（固定）

 

図 3 SDRAMモードレジスタ設定タイミング 

 

4.3 オートリフレッシュの設定 
本アプリケーションノートでは、使用している SDRAMに対してオートリフレッシュを行います。SDRAM
のデータシートに記載しているオートリフレッシュ要求間隔、オートリフレッシュ解除サイクルを守り、オー

トリフレッシュを行う必要があります。以下に設定値の求め方を示します。また表 5に設定値を示します。 

 
(1) オートリフレッシュ要求間隔 
オートリフレッシュ要求間隔を求める計算式は、下記の計算式で求めることができます。 

 
RFC（オートリフレッシュ要求間隔設定値）=（オートリフレッシュ要求間隔 / SDCLK周期）– 1 

 
本アプリケーションノートで使用している SDRAMは、64msごとに 4096回のオートリフレッシュを入れ
る必要があるため、オートリフレッシュ要求間隔は、下記の計算式で求めることができます。 

 
オートリフレッシュ要求間隔 = 64ms / 4096 
 = 15.62μs 

 
また本アプリケーションノートの SDRAMクロック（SDCLK）設定は 48MHzのため、SDCLK周期は 
1 / 48MHzとなります。 

 
よって、 

 
RFC（オートリフレッシュ要求間隔設定値）=（15.62μs /（1/48MHz））– 1 
 = 749 
 = 2EDh 

 
となります。 
したがって、オートリフレッシュ要求間隔設定ビット（RFC[11:0]）は 2EDhに設定します。 

 
(2) オートリフレッシュ解除サイクル 
本アプリケーションノートで使用している SDRAMのオートリフレッシュ期間（tRFC）は 66ns（min）の
ため、SDRAMCのオートリフレッシュ解除サイクルは、 
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66ns（min）≦オートリフレッシュ解除サイクル 
 
となります。 

 
66ns /（1/48MHz）= 3.17サイクル 

 
となるため、4サイクル以上のオートリフレッシュ解除サイクル数が必要となります。 
したがって、オートリフレッシュ解除サイクル数設定ビット（REFW[3:0]）は 0011bに設定します。 

 
表 5 SDRAMオートリフレッシュ制御レジスタ（SDRFCR） 

ビット名 設定値 機能 
オートリフレッシュ要求間隔設定ビット

（RFC[11:0]） 
02EDh 749サイクル 

オートリフレッシュサイクル/セルフリフレッシュ 
解除サイクル数設定ビット（REFW[3:0]） 

0011b 4サイクル 

 

RFA DSL DSLSDRAMコマンド

オートリフレッシュ

サイクル

SDCLK

DSL RFA DSL DSL

オートリフレッシュ

サイクル

DSL

オートリフレッシュ

間隔

DSL：デバイス非選択コマンド
RFA：オートリフレッシュコマンド

REFW："0011" = 4サイクル REFC："02EDh" = 749サイクル

 

図 4 オートリフレッシュタイミング 

 

4.4 SDRAMタイミングの設定 
本アプリケーションノートでは、使用している SDRAMの仕様に合わせてアクセスタイミングの設定を行
います。SDRAMのデータシートに記載しているアクセスタイミングを守り、アクセスを行う必要がありま
す。以下に設定値の求め方を示します。また表 6に設定値を示します。 

 
(1) SDRAMCカラムレイテンシの設定 
本アプリケーションノートで使用している CASレイテンシは 1～3サイクルで動作可能なので、本アプリ
ケーションノートでは 3サイクルに設定しています。 
したがって、SDRAMCカラムレイテンシ設定ビット（CL[2:0]）は 011bに設定します。 

 
(2) ライトリカバリ期間の設定 
本アプリケーションノートで使用している SDRAMのライトリカバリ期間（tWR）は 28.3ns（min）のた
め、SDRAMCのライトリカバリ期間は、 

 
28.3ns（min）≦ライトリカバリ期間 

 
となります。 

 
28.3ns /（1/48MHz）= 1.36サイクル 
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となるため、2サイクル以上のライトリカバリ期間が必要となります。 
したがって、ライトリカバリ期間設定ビット（WR）は 1bに設定します。 

 
(3) ロウプリチャージ期間の設定 
本アプリケーションノートで使用している SDRAMのプリチャージコマンド期間（tRP）は 20ns（min）
のため、SDRAMCのロウプリチャージ期間は、 

 
20ns（min）≦ロウプリチャージ期間 

 
となります。 

 
20ns /（1/48MHz）= 0.96サイクル 

 
となるため、1サイクル以上のロウプリチャージ期間が必要となります。 
したがって、ロウプリチャージ期間設定ビット（RP[2:0]）は 000bに設定します。 

 
(4) ロウアクティブ期間の設定 
本アプリケーションノートで使用している SDRAMのアクティブコマンドからプリチャージコマンドま
での期間（tRAS）は 44ns（min）のため、SDRAMCのロウアクティブ期間は、 

 
44ns（min）≦ロウアクティブ期間 

 
となります。 

 
44ns /（1/48MHz）= 2.11サイクル 

 
となるため、3サイクル以上のロウアクティブ期間が必要となります。 
したがって、ロウアクティブ期間設定ビット（RAS[2:0]）は 010bに設定します。 

 
なお、SDRAMCのロウアクティブ期間設定ビットの設定値は以下の規定を守って設定してください。 

 
ロウアクティブ期間≦ロウカラムレイテンシ+ SDRAMCカラムレイテンシ 

 
(5) ロウカラムレイテンシの設定 
本アプリケーションノートで使用している SDRAMのアクティブコマンドを発行してからリード／ライ
トコマンドまでの遅延時間（tRCD）は、20ns（min）のため、SDRAMCのロウカラムレイテンシは、 

 
20ns（min）≦ロウカラムレイテンシ 

 
となります。 

 
20ns /（1/48MHz）= 0.96サイクル 

 
となるため、1サイクル以上のロウカラムレイテンシの設定が必要となります。 

 
ただし、SDRAMCのロウアクティブ期間設定ビットの規定を守るには、下記の式も守る必要があります。 

 
ロウアクティブ期間≦ロウカラムレイテンシ + SDRAMCカラムレイテンシ 
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本アプリケーションノートでは、ロウアクティブ期間を 3サイクル、SDRAMCカラムレイテンシを 3サ
イクルに設定しています。ここで、上記の式に従い、ロウカラムレイテンシの設定サイクルを求めます。 

 
ロウカラムレイテンシの設定サイクル数≧（3サイクル）－（3サイクル） 
                  ≧0サイクル 

 
しかし、ロウカラムレイテンシ設定ビット（RCD[1:0]）に 0サイクルは設定できないので、本アプリケー
ションノートでは、1サイクルの 00bを設定しています。 

 
表 6 SDRAMタイミングレジスタ（SDTR） 

ビット名 設定値 機能 
SDRAMCカラムレイテンシ設定ビット（CL[2:0]） 011b 3サイクル 
ライトリカバリ期間設定ビット（WR） 1b 2サイクル 
ロウプリチャージ期間設定ビット（RP[2:0]） 000b 1サイクル 
ロウアクティブ期間設定ビット（RAS[2:0]） 010b 3サイクル 
ロウカラムレイテンシ設定ビット（RCD[1:0]） 00b 1サイクル 

 

シングルリード

ACTSDRAMコマンド PRA

データバス

SDCLK

ACT：バンクアクティブコマンド
RD：リードコマンド
PRA：オールバンクプリチャージコマンド
DSL：デバイス非選択コマンド

DSLRD

d0

RCD:1サイクル CL:3サイクル

RP:1サイクル

RAS:3サイクル

 

図 5 リードタイミング 

 

シングルライト

ACTSDRAMコマンド PRA

d0データバス

SDCLK

ACT：バンクアクティブコマンド
WRI：ライトコマンド
PRA：オールバンクプリチャージコマンド
DSL：デバイス非選択コマンド

WRI DSL

RCD:1サイクル WR:2サイクル

RAS:3サイクル
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図 6 ライトタイミング 
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5. ソフトウェア説明 

5.1 記号定数 
表 7 記号定数一覧 

定数 設定値 内容 使用関数 
sdram_top 0x08000000 SDRAM（32bit）先頭アドレス main 
sdram_end 0x09000000 SDRAM（32bit）終了アドレス main 
 

5.2 RAM変数 
表 8 RAM変数一覧 

型名 変数名 内容 使用関数 
Unsigned long sdram_adr SDRAM（32bit）用アドレスポインタ main 
Unsigned long sdram_data SDRAM（32bit）用データ変数 main 
Unsigned long sdram_cmp_data SDRAM（32bit）用比較データ main 
 

5.3 関数一覧 
表 9 関数一覧 

関数名 説明 
PowerON_Reset_PC 初期設定関数 

INTB、FPSW、PSWの設定、プロッセサモード変更、main関数呼び出し。
Main メイン関数 

init関数呼び出し、プログラム動作（SDRAMへのリード／ライト）、 
err関数呼び出し。 

Init MCU初期設定関数 
各レジスタ設定。 

Err エラー関数 
SDRAMデータコンペアチェックエラー処理。 

 
 

5.4 使用 I/Oレジスタ説明 
本アプリケーションノートのプログラムで使用する I/Oレジスタを以下に示します。なお、設定値は本ア
プリケーションノートで使用している値であり、初期値とは異なります。 

 

(1) クロック発生回路 
システムクロックコントロールレジスタ（SCKCR） ビット数：32ビット アドレス：0008 0020h 
ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W 

b11-b8 PCK[3:0] 0001 周辺モジュールクロック選

択ビット 
0001：×4 
PCLK = 48MHz 
（EXTALクロック = 12MHz時）

R/W 

b19-b16 BCK[3:0] 0001 外部バスクロック、SDRAM
選択ビット 

0001：×4 
BCLK, SDCLK = 48MHz 
（EXTALクロック = 12MHz時）

R/W 

b22 PSTOP0 0 SDCLK端子出力制御ビット 0：SDCLK端子出力動作 R/W 
b27-b24 ICK[3:0] 0000 システムクロック選択ビッ

ト 
0000：×8 
ICLK = 96MHz 
（EXTALクロック = 12MHz時）

R/W 
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(2) 動作モード 
システムコントロールレジスタ 0（SYSCR0） ビット数：8ビット アドレス：0008 0006h 
ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W 

b0 ROME 1 内蔵 ROM有効ビット 1：内蔵 ROM有効 
 

R/W 

b1 EXBE 1 外部バス有効ビット 1：外部バス有効 
 

R/W 

b15-b8 KEY[7:0] 5Ah SYSCR0キーコード 5Ah：SYSCR0レジスタの書き込
み許可 

R/W 

 
(3) I/Oポート 
ポートファンクションレジスタ 3（PF3BUS） ビット数：8ビット アドレス：0008 C103h 
ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W 

b0 A16E 0 アドレス A16出力許可ビット 0：A16出力無効 
 

R/W 

b1 A17E 0 アドレス A17出力許可ビット 0：A17出力無効 
 

R/W 

b2 A18E 0 アドレス A18出力許可ビット 0：A18出力無効 
 

R/W 

b3 A19E 0 アドレス A19出力許可ビット 0：A19出力無効 
 

R/W 

b4 A20E 0 アドレス A20出力許可ビット 0：A20出力無効 
 

R/W 

b5 A21E 0 アドレス A21出力許可ビット 0：A21出力無効 
 

R/W 

b6 A22E 0 アドレス A22出力許可ビット 0：A22出力無効 
 

R/W 

b7 A23E 0 アドレス A23出力許可ビット 0：A23出力無効 
 

R/W 

 
ポートファンクションレジスタ 4（PF4BUS） ビット数：8ビット アドレス：0008 C104h 
ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W 

b1-0 ADRLE[1:0] 11 アドレス下位 A9～A0出力許
可ビット 

11：A9～A0出力有効 R/W 

b2 A10E 1 アドレス A10出力許可ビット 1：A10出力有効 R/W 
b3 A11E 1 アドレス A11出力許可ビット 1：A11出力有効 R/W 
b4 A12E 1 アドレス A12出力許可ビット 1：A12出力有効 R/W 
b5 A13E 1 アドレス A13出力許可ビット 1：A13出力有効 R/W 
b6 A14E 1 アドレス A14出力許可ビット 1：A14出力有効 R/W 
b7 A15E 0 アドレス A15出力許可ビット 0：A15出力無効 R/W 
 
ポートファンクションレジスタ 5（PF5BUS） ビット数：8ビット アドレス：0008 C105h 
ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W 

b4 DHE 1 データ D15～D8 
有効ビット 

1：PE7～PE0を外部データバス
D15～D8として設定 

R/W 

b5 DHE32E 0 データ D31～D16 
有効ビット 

0：PG7～PG0、P97～P90を I/O
ポートとして設定 

R/W 
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ポートファンクションレジスタ 6（PF6BUS） ビット数：8ビット アドレス：0008 C106h 
ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W 

b4 MDSDE 
 

1 SDRAM端子許可ビット 
 

b6（DQM1Eビット）を参照してく
ださい 

R/W 

b6 DQM1E 
 

1 DQM1出力許可ビット 
 

MDSDE DQM1E 
11：SDRAM有効（全端子） 

R/W 

b7 SDCLKE 1 SDCLK出力許可ビット 1：SDCLK出力有効 R/W 
 
データレジスタ（P0DR） ビット数：8ビット アドレス：0008 C020h 
ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W 

b2 B2 0 P02出力データ格納ビット 0：出力データ = 0 R/W 
b3 B3 0 P03出力データ格納ビット 0：出力データ = 0 R/W 
 
データディレクションレジスタ（P0DDR） ビット数：8ビット アドレス：0008 C000h 
ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W 

b2 B2 1 P02入力／出力データ指定
ビット 

1：出力ポート R/W 

b3 B3 1 P03入力／出力データ指定
ビット 

1：出力ポート R/W 

 
(4) 外部バス 
初期化シーケンス制御レジスタ（SDICR） ビット数：8ビット アドレス：0008 3C20h 
ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W 

b0 INIRQ 1 初期化シーケンス開始 
ビット 

1：初期化シーケンス開始 R/W 

 
SDRAM初期化レジスタ（SDIR） ビット数：16ビット アドレス：0008 3C24h 
ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W 

b3-b0 ARFI[3:0] 0001 初期化オートリフレッシュ

間隔ビット 
0001：4サイクル 
 

R/W 

b7-b4 ARFC[3:0] 0010 初期化オートリフレッシュ

回数ビット 
0010：2回 
 

R/W 

b10-b8 PRC[2:0] 000 初期化プリチャージ 
サイクル数設定ビット 

000：3サイクル 
 

R/W 

 
SDC制御レジスタ（SDCCR） ビット数：8ビット アドレス：0008 3C00h 
ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W 

b0 EXENB 1 動作許可ビット 1：動作許可 R/W 
b5-b4 BSIZE[1:0] 00 SDRAMバス幅選択ビット 00：16ビットバス空間に設定 R/W 
 
SDRAMモードレジスタ（SDMOD） ビット数：16ビット アドレス：0008 3C48h 
ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W 

b14-b0 
 

MR[14:0] 0230h モードレジスタ設定ビット

 
書き込み実行：モードレジスタ 
セットコマンド発行 

R/W 
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SDRAMリフレッシュ制御レジスタ（SDRFCR） ビット数：16ビット アドレス：0008 3C14h 
ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W 

b11-b0 
 

RFC[11:0]  2EDh オートリフレッシュ要求

間隔設定ビット 
001011101101：749サイクル R/W 

b15-b12 
 

REFW[3:0] 
 
 

0011 オートリフレッシュ 
サイクル／ 
セルフリフレッシュ解除

サイクル数設定ビット 

0011：4サイクル 
 

R/W 

 
SDRAMオートリフレッシュ制御レジスタ（SDRFEN） ビット数：8ビット アドレス：0008 3C16h 
ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W 

b0 
 

RFEN 
 

1 オートリフレッシュ 
動作有効ビット 

1：オートリフレッシュ有効 R/W 

 
SDCモードレジスタ（SDCMOD） ビット数：8ビット アドレス：0008 3C01h 
ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W 

b0 
 

EMODE 
 

0 エンディアン指定ビット 
 

0：SDRAMアドレス空間のエン
ディアンは動作モードのエンディ

アンと同じ 

R/W 

 
SDRAMアクセスモードレジスタ（SDAMOD） ビット数：8ビット アドレス：0008 3C02h 
ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W 

b0 BE 0 連続アクセスイネーブル 0：連続アクセス禁止 R/W 
 
SDRAMアドレスレジスタ（SDADR） ビット数：8ビット アドレス：0008 3C40h 
ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W 

b1-b0 
 

MXC[1:0] 
 

01 アドレスマルチプレクス 
選択ビット 

01：9ビットシフト 
 

R/W 

 
SDRAMタイミングレジスタ（SDTR） ビット数：32ビット アドレス：0008 3C44h 
ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W 

b2-b0 CL[2:0] 011 SDRAMC 
カラムレイテンシ 
設定ビット 

011：3サイクル R/W 

b8 
 

WR 
 

1 ライトリカバリ期間設定

ビット 
1：2サイクル 
 

R/W 

b11-b9 
 

RP[2:0] 
 

000 ロウプリチャージ期間設定

ビット 
000：1サイクル 
 

R/W 

b13-b12 
 

RCD[1:0] 
 

00 ロウカラムレイテンシ設定

ビット 
00：1サイクル 
 

R/W 

b18-b16 
 

RAS[2:0] 
 

010 ロウアクティブ期間設定

ビット 
010：3サイクル 
 

R/W 
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5.5 関数説明 
5.5.1 PowerON_Reset_PC 
(1) 機能説明 

PowerON_Reset_PC関数では、スタックポインタ（SP）を初期化し、組み込み関数や標準ライブラリ関数
を用いて、割り込みマスクビットの設定や未初期化／初期化データなどを設定します。そして、main関数を
呼び出します。 

(2) 引数 
なし 

(3) 戻り値 
なし 

(4) フローチャート 

PowerOn_Reset_PC

割り込みテーブルレジスタ設定(INTB)
set_intb((unsigned long)__sectop("C$VECT")) *1

セクション初期化関数呼び出し

_INTSCT() *1

プロセッサステータスワード設定(PSW)
set_psw(PSW_init) *1

メイン関数呼び出し
main()

ブレイク関数呼び出し
brk() *1

end

浮動小数点ステータスワード設定（FPSW)
set_fpsw(FPSW_init) *1

プロセッサモード変更関数呼び出し
Change_PSW_PM_to_UserMode() *2

 
【注】 *1 ・set_intb、set_fpsw、set_psw関数 ：組み込み関数 
  ・_INTSCT関数   ：標準ライブラリ関数 
  ・brk関数    ：組み込み関数 
 *2 ・スーパーバイザモードからユーザモードへ遷移 
  詳細は、「6. 参考ドキュメント」の「開発環境マニュアル」を参照 

図 7 フローチャート（PowerON_Reset_PC） 
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5.5.2 main関数 
(1) 機能概要 

main関数では、init、err関数を呼び出し、プログラム動作（メモリへのリード／ライト、データコンペア）
を行います。 

(2) 引数 
なし 

(3) 戻り値 
なし 

(4) フローチャート 

main

MCU初期設定
init()

メモリ初期化

Yes

No

メモリへデータライト
Yes

No

P02端子からOKコード出力(b'0)

SDRAMアクセスアドレス = 終了アドレス ?
（SDRAM領域）

Yes

No

リードデータ = コンペアデータ？

エラー関数呼び出し
err()

No

Yes

SDRAMアクセスアドレス + 1

SDRAMアクセスアドレス=先頭アドレス

SDRAMアクセスアドレス + 1

SDRAMアクセスアドレス + 1

SDRAMアクセスアドレス=先頭アドレス

SDRAMアクセスアドレス=先頭アドレス

SDRAMアクセスアドレス = 終了アドレス ?
（SDRAM領域）

SDRAMアクセスアドレス = 終了アドレス ?
（SDRAM領域）

 

図 8 フローチャート（main） 
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5.5.3 init関数 
(1) 機能概要 

init関数では、MCUの使用する機能の初期設定を行います。 

(2) 引数 
なし 

(3) 戻り値 
なし 

(4) フローチャート 

init

end

システム設定

・BCLK出力設定
・ICLK/BCLK/PCLK設定

・モード設定

ポート設定

・アドレス出力（A23-A16）端子設定
・アドレス出力（A15-A0）端子設定

・アドレスバス（A23-A16）出力端子設定
・データ入出力（D31-D08）出力端子設定

・SDRAM全端子有効
・SDCLK出力設定

・汎用ポート（P03、P02）データレジスタ"1"設定
・汎用ポート（P03、P02）出力端子設定

外部アドレス空間（SDRAM）設定

初期化シーケンス

・SDRAM初期化設定
・SDRAM初期化開始
・SDRAMステータス確認

SDRAM設定
・SDRAMバス幅設定
・モードレジスタ設定

・オートリフレッシュ設定

・SDRAMエンディアン設定
・SDRAMアクセスモード設定
・SDRAMタイミング設定

・SDRAMアドレスマルチプレクス設定

オートリフレッシュ開始

・オートリフレッシュ許可設定

アクセス許可

・SDRAM動作許可設定

100us待機

※SDRAMの仕様上、SDRAM初期化前に
100usの待機時間が必要です。

 

図 9 フローチャート（init） 
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5.5.4 err関数 
(1) 機能概要 

err関数では、データコンペア不一致のエラーコードを出力します。 

(2) 引数 
なし 

(3) 戻り値 
なし 

(4) フローチャート 

err

P03端子からエラーコード出力（b'0)

 

図 10 フローチャート（err） 

 

6. 参考ドキュメント 
ユーザーズマニュアル：ハードウェア 

RX62Nグループ、 RX621グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.1.30  
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
ユーザーズマニュアル：開発環境 

RXファミリ用 C/C++コンパイラパッケージ V.1.02  
Cコンパイラユーザーズマニュアル Rev1.00 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

 
テクニカルアップデート 
（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 



 

A-1 

改訂記録 

改訂内容 
Rev. 発行日 ページ ポイント 

1.00 2011.07.14 — 初版発行 
— 32bit SDRAM接続から 16bit SDRAM接続に変更 
1 「32bit SDRAM接続およびアクセス例」を「16bit SDRAM接続

およびアクセス例」にタイトルを変更 
「動作確認環境」を「動作確認条件」にタイトル変更 
文章一部変更 

2 文章一部、図、表を変更 
3 「動作確認環境」を「動作確認条件」にタイトル変更 

文章一部と表を変更 
4 文章（初期化オートリフレッシュ間隔）を変更 
6 文章（モードレジスタ）と表を変更 
7 文章（オートリフレッシュ解除サイクル）を変更 
9 文章（SDRAMCカラムレイテンシの設定、ライトリカバリ期間

の設定、ロウアクティブ期間の設定）を変更 
10 文章（ロウカラムレイテンシの設定）、表、図を変更 

2.00 2013.04.08 

13～16 表を変更 
2.01 2013.05.15 10 文章一部変更（説明を追加） 

9 図 5 リードタイミング d0のタイミングを修正 
16 図 9 フローチャート 100us待機のフローを追加 

2.02 2014.02.14 

16 図 9 フローチャート SDRAMステータス確認のフローを追加
 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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